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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラー表示のための色の異なる少なくとも３種のサブ画素の組からなる画素を、画面に
おける上下方向および左右方向に隣接する４個の画素毎に画素群とし、前記画素群を配列
した画像表示パネルの複数を前記上下方向及び前記左右方向につなぎ合わせて当該画面を
構成した画像表示装置であって、
　前記画素群どうしの間隔である第１の間隔を前記隣接する画像表示パネル間の画素どう
しの間隔である第２の間隔と等しくするとともに、前記画素群内の画素どうしの間隔であ
る第３の間隔を前記第２の間隔より狭くし、
　前記サブ画素のそれぞれは、前記上下方向より前記左右方向の方が長いことを特徴とす
る画像表示装置。
【請求項２】
　前記サブ画素が、組をなす画素内において、前記上下方向に並んでいることを特徴とす
る請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記サブ画素は、それぞれ、複数の同色の発光ダイオードが前記左右方向に配列されて
いることを特徴とする請求項１または２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　入力された画像データの垂直方向と水平方向が入れ替わるように前記画像データを変換
し、変換した画像データから前記画素を駆動するための走査信号とデータ信号を生成する
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駆動信号生成部を有し、
　前記画像表示パネルでは、前記走査信号が印加される行電極が前記上下方向に並ぶ画素
に共通するように形成され、前記データ信号が印加される列電極が前記左右方向に並ぶサ
ブ画素に共通するように形成されており、
　画像表示の際に、前記上下方向に走査線が形成されることを特徴とする請求項１ないし
３のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記駆動信号生成部は、前記画像データで想定される周波数より高い周波数で前記走査
信号を生成することを特徴とする請求項４に記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素を表示画面上に配列したディスプレイパネルを縦横につなぎあわせて画
面を構成する画像表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）パネル、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）、エレク
トロルミネッセンス（ＥＬ）ディスプレイパネル、発光ダイオード（ＬＥＤ）ディスプレ
イパネル等を用いた画像表示装置では、画像表示面に画素をマトリクス状に配列すること
により画面を構成している。また、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色に対応するサブ画素を組み合わせて
画素を形成することにより、カラー表示を実現している。一方、画像表示面に画素を配列
したディスプレイパネル自体を大型化することは困難であるので、画面を大きくするため
には、複数のディスプレイパネルを縦横につなぎあわせて画像表示装置を構成することに
なる。
【０００３】
　このとき、各画素を単に高密度に配置しようとすると、隣接するディスプレイパネル間
の画素のギャップは、ディスプレイパネル内の画素間のギャップよりも大きくなってしま
う。その場合、ディスプレイパネル間の継ぎ目部が目立ってしまうので、ディスプレイパ
ネル間の画素のギャップに合わせて、ディスプレイパネル内の画素のギャップを大きく設
けていた。
【０００４】
　しかし、ギャップ部分は、画像形成に貢献しない領域であり、ギャップの増大は輝度の
低下につながる。とくに画像表示装置の解像度が高くなり、画素ピッチが短縮されると、
画素ピッチに対するギャップの占める比率が高くなり、画素の開口率（面積）が下がって
輝度の低下が顕著になる。そこで、ディスプレイパネル内の縦横に隣接する４つの画素毎
にグループ化し、画素をグループの中心に向かって拡大してグループ内の画素間のギャッ
プを狭くし、輝度を向上させる画像表示装置が提案されている（例えば、特許文献１また
は特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実公平４－５３６７５号公報（２頁右、第４図）
【特許文献２】特公平８－１７０８６号公報（２頁右～３頁左、第２図、第４図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記のようにグループ内の画素間のギャップの短縮により画素ピッチが
不等ピッチ化されると、４画素の塊が生じる。このような画素配列では、視距離が十分に
確保されるような大型の画像表示装置では、４画素の塊が目立ちにくいが、画像表示装置
の解像度が高くなり、表示画面を至近距離から観視する用途では、４画素の塊が妨害感と
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して目立ちやすくなるという問題点があった。
【０００７】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、輝度を確保しつつ、不
等ピッチ化した場合の４画素の塊の妨害感としての目立ちを軽減し、快適に視聴できる距
離の下限値を短縮できる画像表示装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の画像表示装置は、カラー表示のための色の異なる少なくとも３種のサブ画素の
組からなる画素を、画面における上下方向および左右方向に隣接する４個の画素毎に画素
群とし、前記画素群を配列した画像表示パネルの複数を前記上下方向及び前記左右方向に
つなぎ合わせて当該画面を構成した画像表示装置であって、前記画素群どうしの間隔であ
る第１の間隔を前記隣接する画像表示パネル間の画素どうしの間隔である第２の間隔と等
しくするとともに、前記画素群内の画素どうしの間隔である第３の間隔を前記第２の間隔
より狭くし、前記サブ画素のそれぞれは、前記上下方向より前記左右方向の方が長いこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の画像表示装置によれば、４画素の塊の目立ち、特に４画素の塊に付随して生じ
る縦方向のギャップの顕著な目立ちに起因する画質の妨害感が軽減される。この結果、画
像表示装置を快適に視聴できる距離の下限値が短縮される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１に係る画像表示装置における画素やサブ画素の構成を説明
するための図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の構成を説明するための図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係る画像表示装置における画素の配列方法を説明するた
めの図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係る画像表示装置における画素の配列方法を説明するた
めの図である。
【図５】本発明の実施の形態１に係る画像表示装置における画素の配列方法を説明するた
めの図である。
【図６】本発明の実施の形態１に係る画像表示装置および比較例の構成を説明するための
図である。
【図７】本発明の実施の形態１に係る画像表示装置および比較例による実験結果を説明す
るための図である。
【図８】本発明の実施の形態２に係る画像表示装置の構成を説明するためのブロック図で
ある。
【図９】本発明の実施の形態２に係る画像表示装置における画像信号の生成について説明
するための図である。
【図１０】本発明の実施の形態２に係る画像表示装置における画像信号について説明する
ための図である。
【図１１】本発明の実施の形態２に係る画像表示装置における画像信号について説明する
ための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
実施の形態１．
　図１～図７は、本発明の実施の形態１にかかる画像表示装置を説明するためのもので、
図１は画素の配列および画素を形成するサブ画素の配列を説明するための図、図２は画像
表示装置全体の構成を示す図、図３～図５は画素の配列方法を説明するための図、図６は
本発明の効果を説明するための比較対象の構成を示す図、図７は本発明の効果を確認した
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実験結果を説明するための図である。
【００１２】
　本発明の実施の形態１にかかる画像表示装置は、図１に示すように画像表示面ＳＤに画
素３を配列した画像表示パネル２の複数を画面における上下方向（ｙ方向）および左右方
向（ｘ方向）につなぎ合わせて画面を構成した画像表示装置であって、画像表示パネルで
あるディスプレイパネル２内で画面の上下方向および左右方向に隣接する４個の画素３を
それぞれ画素群４とし、画素群４どうしの間隔Ｇｉｈ、Ｇｉｖ（上下・左右を区別せずＧ

ｉと称する）を隣接する画像表示パネル２（画像表示面ＳＤ内の場所により２（ｘ，ｙ）
のように表記する）間の画素３どうしの間隔Ｇｅｈ、ＧｅＶ（上下・左右を区別せずＧｅ

と称する）と等しくするとともに、画素群４内の画素どうしの間隔Ｇｇｈ、Ｇｇｖ（上下
・左右を区別せずＧｇと称する）を間隔Ｇｅより狭くし、画素３を形成する。カラー表示
のための赤，緑，青の各色に対応するサブ画素３Ｒと３Ｇと３Ｂのそれぞれは、画面にお
ける上下方向より左右方向の方が長い、いわゆる横方向のストライプ状になっている。ま
た、サブ画素３Ｒ，３Ｇ，３Ｂが当該画素３内において、画面における上下方向（ｙ方向
）に並んでいるものである。また、画像表示装置は、図２に示すように、コンピュータ１
１やビデオシステム１２のような映像源から入力された画像データを映像表示に必要な信
号に変換する表示コントローラ６を有し、上述した画像表示パネル２の複数を上下左右に
つなぎ合わせた画像表示部５は、表示コントローラ６から入力された画像データに基づい
て画像を表示する。
【００１３】
　つぎに、画素の配列方法について説明する。
　図３～図５は、画面における左右方向（ｘ方向）に隣接する２枚の画像表示パネルを例
に、画像表示パネル内における画素、およびカラー表示のために組となって画素を形成す
るＲ、Ｇ、Ｂ３色にそれぞれ対応する３種のサブ画素３Ｒ，３Ｇ，３Ｂの形状と配列方法
について説明するものである。なお、図３と図４は、画像表示パネル内における仮の（図
中、画素であれば３ｔのように「ｔ」を付記）画素配置を示し、図５は本配置を示す。ま
た、図３では、画素中のサブ画素の配置も示しているが、図４と図５では、簡略化のため
画素内のサブ画素の区別を行わず、画素単位で表示している。
【００１４】
　図において、左右方向に隣接する画像表示パネル２（ｉ，ｊ）と２（ｉ＋１，ｊ）は、
図示しないガラス板等からなる前面パネルと裏面パネルとを有し、両者を所定の間隔をあ
けて対向させ、その間に、画素（ピクセルとも称する）３を形成するＲ，Ｇ，Ｂ各色に対
応するサブ画素（サブピクセルとも称する）３Ｒ，３Ｇ，３Ｂと、それら各サブ画素を制
御するための複数の電極（図示せず）とを配置する。これにより、各サブ画素を独立して
制御（液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）パネルの場合は透過素子、プラズマディスプレイパネ
ル（ＰＤＰ）、エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）ディスプレイパネル、発光ダイオード
（ＬＥＤ）ならば発光素子）できる発光層（液晶の場合は透過層）を形成し、周囲を封止
部で封止している(封止幅Ｇｐ)。各サブ画素は、上下方向よりも左右方向（ｘ方向）に長
く延びる形になっているが、画素内においてサブ画素が画面における上下方向（ｙ方向）
に並んでいるので、画素としては上下の長さと左右の長さが同じになるようになっている
。なお、実際には、１枚の画像表示パネルには、上下左右に多数の画素が配列されること
になるが、説明を容易にするため、図では１６個の画素を配置した状態で説明する。
【００１５】
　画像表示パネル２の多数を上下左右につなぎ合わせて大きな面を形成する場合、隣接す
る画像表示パネル２間の最短距離にある画素どうしの間隔Ｇｅ（継ぎ目部の間隔）は、上
述する封止幅Ｇｐと画像表示パネル間に設けられる隙間αによって、隙間の下限値（≒２
×Ｇｐ＋α）の制約が生じる。したがって、画像表示パネル内の画素どうしの隙間を単純
に小さくなるように画素を配置すると、隣接する画像表示パネル２（ｉ，ｊ）と２（ｉ＋
１，ｊ）の画素どうしの間隔Ｇｅは、同一の画像表示パネル内における画素どうしの隙間
より大きくなってしまい、継ぎ目部の間隔Ｇｅが目立ってしまう。そこで、継ぎ目部が目
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立たないようにするために、各画素どうしのギャップＧｔを図３、４に示すように継ぎ目
部の間隔Ｇｅに合わせて（Ｇｔ＝Ｇｅ）仮画素３ｔを配置する。つまり、各画像表示パネ
ルがつなぎあわされた状態で、全ての仮画素３ｔが同じピッチＰｔになるように配置する
。
【００１６】
　つぎに、画像表示パネル２内の上下左右（ｘおよびｙ）に隣接する４個の仮画素３ｔ毎
にそれぞれ画素群４を形成し、画素群４ごとに、各仮画素３ｔを各画素群４の中心Ｃｇに
向かって（図中矢印）仮画素３ｔＥように拡大させる。このように画素群４の中心Ｃｇに
向かって拡大させた仮画素３ｔＥに合わせて実際の画素３を配置すれば、図５に示すよう
に、画素群４間の画素３どうしの間隔Ｇｉは仮配置のままで、隣接する画像表示パネル２
間の最短距離にある画素３どうしの間隔Ｇｅと等しくなっているとともに、画素群４内の
画素３どうしの間隔Ｇｇが画像表示パネル間の画素どうしの間隔Ｇｅより小さくなる。こ
のとき、画面の上下方向でも画像表示パネルがつなぎ合わされているが、上下方向での画
素３の間隔も同様に調整している。
【００１７】
　上記のように等ピッチＰｔで仮配置した仮画素３ｔを画素群４ごとに画素群４の中心Ｃ

ｇに向かって拡大したような形態で画素３を設置することにより、不等ピッチ化（Ｐｅと
Ｐｇの繰返し：Ｐｅ＞Ｐｇ）した場合、画素群とした４画素の塊が妨害感として目立つ可
能性もあるが、画素面積の拡大を適切な範囲に選べば、妨害感による画質の低下を最小限
に抑えつつ輝度を改善することができる。さらに、本発明のように、画素を形成するサブ
画素を横方向に長いストライプ状にすることにより、後述するように４画素毎の妨害間が
緩和され、高画質で画面を視認できる距離の下限値を短縮することができる。
【００１８】
　一般に人間の視覚の特性は、上下方向と左右方向に差は見られないと考えられているが
、ギャップの見えによる妨害感などの心理的要因については、十分な研究がなされている
わけではない。例えば、経験的には横線状（左右方向の線）に比べて縦線状（上下方向の
線）の妨害感が画質への影響が大きいと考えられる。そこで、本願のように、画面におけ
る左右方向に長い（横ストライプの）サブ画素で画素を配列した場合と、一般的に用いら
れている上下方向に長い（縦ストライプの）サブ画素で画素を配列した場合のそれぞれに
ついて、画像を表示して４画素の塊の目立ちについての比較実験を行った。
【００１９】
　図６は実験に使用した画像表示パネルの仕様を示すものである。図６（ａ）は本願のよ
うに、横ストライプのサブ画素の組による画素を配列した画像表示面を、図６（ｂ）は一
般的に用いられている縦ストライプのサブ画素の組による画素を配列した画像表示面を示
す。画素ピッチは、何れも不等ピッチ化されており、４画素の塊の配列ピッチ（Ｐｅ＋Ｐ

ｇ）は上下・左右方向とも６ｍｍ（ＰｅとＰｇの平均は３ｍｍ）である。実験は、被験者
が自由な視距離から画面を見ることができるよう環境を準備し、４画素の塊が「見える距
離」と、「見えるが気にならない距離」を調査するものである。ここで、「見える距離」
は、４画素の塊が見える距離、「見えるが気にならない距離」は、４画素の塊は認識でき
るが、画像を観視する上で妨害感として気にならない距離である。調査は、コンテンツへ
の依存性を軽減するために、一定期間にわたってビデオ画像を表示し、全体としての印象
を聞き取り調査した。調査は、被験者の好みなどの心理的要因を含む調査であることから
、１７名の調査結果の平均値と標準偏差を算出した。
【００２０】
　図７に実験結果を示す。図７（ａ）は４画素の塊が見えるか否かについて実験した結果
であって、横軸が４画素の塊が見える最も遠い視距離、図７（ｂ）は４画素の塊が気にな
るか否かについて実験した結果であって、横軸が４画素の塊は見えるが気にならない最も
短い視距離である。図中丸印が平均値、丸印の左右に伸びる線は標準偏差を示す。実験に
よれば、本発明のように、横ストライプのサブ画素を用いた画像表示パネルで構成した画
像表示装置での４画素の塊が「見える距離」と、「見えるが気にならない距離」（Ｖｐ、
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ＮＣｐ（実線））は、比較対象である従来の一般的な縦ストライプのサブ画素を用いた画
像表示パネルで構成した画像表示装置での距離（Ｖｒ、ＮＣｒ（破線））より短縮されて
いる。これは、画素の不等ピッチ化にともなう４画素の塊の妨害感としての目立ちが緩和
され、快適に視聴できる視距離の下限値が短縮される傾向にあることを示す。
【００２１】
　従来の縦ストライプのサブ画素を用いた画像表示装置（図６（ｂ））も、本発明の実施
の形態１にかかる画像表示装置（図６（ａ））も、上下方向のギャップＧｖｐとＧｖｒお
よび左右方向のギャップＧｈｐとＧｈｒは、何れも物理的には同等である。しかし、画面
における上下方向に走るギャップでも、Ｇｖｐはサブ画素のストライプ方向に対して直交
し、Ｇｖｒはサブ画素のストライプ方向と平行である。同様に、画面における左右方向に
走るギャップでも、Ｇｈｐはサブ画素のストライプ方向に対して平行で、Ｇｈｒはサブ画
素のストライプ方向に対し直交である。
【００２２】
　ここで、視認効果について検討すると、サブ画素のストライプ方向と平行に走るギャッ
プＧｈｐ、Ｇｖｒは、ストライプとの相乗効果があるのに対し、サブ画素のストライプ方
向と直交する方向に走るギャップＧｖｐ、Ｇｈｒは、ストライプとの相乗効果が小さいと
考えられる。つまり、横ストライプのサブ画素を用いた場合、左右方向に走るギャップＧ

ｈｐが目立ちやすく、縦ストライプのサブ画素を用いた場合、上下方向に走るギャップＧ

ｖｒが目立ちやすくなる。一方、一般に人間が見慣れた画像信号は、左右方向の走査線（
水平走査線）からなっており、上下方向の線状のギャップＧｖに対して、左右方向の線状
のギャップＧｈは妨害感として目立ち難いと考えられる。
【００２３】
　その結果、従来のように縦ストライプのサブ画素を用いると、上下方向のギャップＧｖ

ｒが視覚上の方向としてもストライプとの相乗効果としても目立ちやすくなり、妨害間が
拡大されて快適に視聴できる距離の下限値が大きくなってしまうことになる。一方、本発
明の実施の形態１にかかる画像表示装置では、サブ画素３Ｒ、３Ｇ、３Ｂがそれぞれ画面
上の上下方向よりも左右方向の方が長い横ストライプとしたので、視覚上の方向として目
立ちやすい上下方向のギャップＧｖｐとサブ画素のストライプ方向との相乗効果が生じる
方向が異なるので、上下と左右の目立ちやすさがそれぞれ同程度となり、快適に視聴でき
る距離の下限値を短縮することができたと考えられる。
【００２４】
　以上のように、本発明の実施の形態１にかかる画像表示装置によれば、カラー表示のた
めの色の異なる少なくとも３種のサブ画素３Ｒ，３Ｇ，３Ｂの組からなる画素３を、画面
における上下方向（ｙ方向）および左右方向（ｘ方向）に隣接する４個の画素毎に画素群
４とし、画素群４を配列した画像表示パネル２の複数を上下方向及び左右方向につなぎ合
わせて当該画面を構成した画像表示装置１であって、画素群４どうしの間隔である第１の
間隔Ｇｉを隣接する画像表示パネル２間の画素どうしの間隔である第２の間隔Ｇｅと等し
くするとともに、画素群４内の画素どうしの間隔である第３の間隔Ｇｇを第２の間隔Ｇｅ

より狭くし、３種のサブ画素３Ｒ、３Ｇ、３Ｂのそれぞれは、画面における上下方向（ｙ
方向）より左右方向（ｘ方向）の方が長いように構成したので、快適に視聴できる距離の
下限値が短縮され、輝度を確保しつつ、不等ピッチ化した場合の４画素の塊の妨害感とし
ての目立ちを軽減し、至近距離から視聴しても質の高い画像を提供できるようになった。
【００２５】
　とくに、３種のサブ画素３Ｒ、３Ｇ、３Ｂのそれぞれが、組をなす画素３内において、
画面における上下方向（ｙ方向）に並ぶように構成したので、画素３の上下方向と左右方
向の長さが同程度になるので、上下方向と左右方向の隙間も同程度になり、上下方向の隙
間と左右方向の隙間の目立ち方が均等になってより妨害間を低減することができる。
【００２６】
　なお、各サブ画素は物理的に一つの表示素子でストライプ状に形成する必要はなく、例
えば、ＬＥＤ（発光ダイオード）のようにいわゆる点状の表示（発光）素子を用いる場合
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、サブ画素３Ｒ、３Ｇ、３Ｂのそれぞれを、同色の発光ダイオードの複数を画面における
左右方向に複数配列して形成するようにしてもよい。
【００２７】
実施の形態２．
　本発明の実施の形態２にかかる画像表示装置について説明する。本実施の形態２に係る
画像表示装置は、一般的に用いられているサブ画素が縦ストライプの画像表示パネル２Ｂ
を画像表示面ＳＤに平行な面内で９０度回転させて配列して実施の形態１に示すような横
ストライプの画像表示装置を実現するものである。図８～図１１は、実施の形態２にかか
る画像表示装置を説明するためのもので、図８は画像表示装置の構成を示すブロック図、
図９は画像表示パネルの回転に伴う画像表示を行うための走査信号とデータ信号の変換に
ついて説明するための図、図１０は通常の画像信号の説明図、図１１は回転に伴う不具合
を解消するために調整した画像信号の説明図である。
【００２８】
　図８に示すように画像表示部５Ｂは、複数の画像表示パネル２Ｂを連結した画像表示ユ
ニット２０（画像表示部５Ｂ内の位置によって２０（ｍ，ｎ）のように表記する。）を複
数つなぎ合わせたものであり、通常用いられる縦ストライプのサブ画素を有する画像表示
ユニット２０を９０度回転させた状態で縦横につなぎ合わせて画面を構成するようにして
いる。画像表示ユニット２０の画像表示面ＳＤは複数の画像表示パネル２Ｂをつなぎ合わ
せたもので、入力された画像データから複数の画像表示パネルに対する駆動信号を生成す
るための駆動回路および制御回路を備えており、表示コントローラ６から入力された画像
データは、画像表示ユニット２０単位で処理される。各画像表示ユニット２０内のマトリ
クス状に配列された画素３のサブ画素３Ｒ，３Ｇ，３Ｂのそれぞれには、行電極と列電極
の２種類の電極が接続され、両電極間に印加する電圧によりサブ画素（を形成する表示素
子）が駆動制御される。電極の制御信号（駆動信号ＳＤ）は、行電極を駆動する走査信号
と列電極を駆動するデータ信号からなり、画像表示ユニット２０内の駆動回路は、サブ画
素の並ぶ方向に沿って行電極が配置され、走査信号は行電極、データ信号は列電極に出力
される仕様となっている。
【００２９】
　なお、図８、図９においては、１６個の画素を持った表示パネル２Ｂが複数集まってひ
とつの画像表示ユニット２０の画像表示面ＳＤ（画素数＝１６×画像表示パネル数）を形
成しているものとして表している。
【００３０】
　図９は表示ユニット２０（図では１６画素しか描いていないが、画像表示パネル２Ｂの
集まり）の画素配置と走査信号およびデータ信号の関係を示す。図（ａ）に示す従来の画
像表示パネルでは、走査信号が印加される行電極７Ｌは左右方向に並ぶ画素に共通（画素
中のサブ画素にも共通）するように形成され、データ信号が印加される列電極７Ｃは画面
における上下方向に並ぶサブ画素（異なる画素のサブ画素）に共通するように形成されて
おり、図（ｂ）に示す本実施の形態２の画像表示パネルでは、走査信号が印加される行電
極７Ｌは上下方向に並ぶ画素に共通（画素中のサブ画素にも共通）するように形成され、
データ信号が印加される列電極７Ｃは画面における左右方向に並ぶサブ画素（異なる画素
のサブ画素）に共通するように形成されている。表示ユニット２０における各画素の制御
は、通常（９０度回転する前）、画像信号の走査に対応して、図９（ａ）の上段から下段
側にＳ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４と、順に走査信号が印加される。図１０に示すように、走査
信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４（ラインと称する）に対応して１ラインずつ順にデータ信号
が出力され、ラインごとにデータ信号に対応した部分が点灯（表示）し、点灯を高速で繰
り返すことで、面状の画像を表示する。
【００３１】
　ここで、既存の縦ストライプの画像表示パネルを用いて、横ストライプになるように回
転させる方法としては、画素毎の回転、画像表示パネルの回転、画像表示ユニットの回転
、画面表示部全体の回転がありうるが、現実的には、画像表示パネルあるいは画像表示ユ
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ニット毎の回転となる。画像表示パネルあるいは画像表示ユニットを図９（ａ）の状態か
ら図９（ｂ）のように回転（反時計回り）させる場合、その回転に対応して、行電極の走
査信号と列電極のデータ信号も図９（ｂ）のように変化させる必要がある。つまり、表示
ユニットあるいは画像表示パネルの回転に対応して画像データを垂直方向と水平方向が入
れ替わるように回転しておく必要がある。例えば、図９（ｃ）に示すように画像データＧ
Ｄが入力された場合、通常は、画像データＧＤ（画面データ）の水平方向のデータがひと
つの走査信号中に入るように（例えばＳ１に対応して「あいうえ」を表現できるように）
駆動信号ＳＤｒを生成する。しかし、本実施の形態２に示すように画像表示ユニット２０
を回転させたような場合、サブ画素の配置方向である画面の上下方向に対応する垂直方向
の画像データがひとつの走査信号中に入るように（例えばＳ１ｔに対応して「たさかあ」
を表現できるように）駆動信号ＳＤｐを生成する。つまり、図８における画像メモリ、回
転処理画像メモリ、制御回路は、画像パネル毎にそれぞれ入力された画像データＧＤから
、９０度回転させて配置され、上下方向に走査線を形成する画像表示ユニットに対して正
常な画像を表示するための駆動信号ＳＤｐを生成する画像信号生成部８として機能する。
【００３２】
　なお、画像表示パネルを直接つなぎ合わせて画像表示部を構成した場合でも、画像表示
パネルをつなぎ合わせた画像表示ユニットをさらにつなぎ合わせて画像表示部を構成した
場合でも、画素間の間隔については、同様である。したがって、画像表示部内の画素の間
隔について論じる場合は、複数の画像表示パネルによって画像表示ユニットを構成するか
しないかについては区別する必要がない。
【００３３】
　画像は、一般的に上下方向の早い動きが少ないことなどから、通常、左右方向に走る走
査線が知覚されることは少ない。一方、本実施の形態のように、走査線を上下方向にした
場合でも、走査速度が変わるわけではないが、図９（ｂ）のようにＳ１ｔ、Ｓ２ｔ、Ｓ３

ｔ、Ｓ４ｔと、左右方向に順に走査信号が印加されると、画像の左右方向への早い動きに
対応して人間の目が追従し、走査線が知覚されることがある。
【００３４】
　そこで、本実施の形態２では、図９（ｂ）のように左右方向に順次走査信号が印加され
る場合に走査線が知覚されないように、走査スピードをｎ倍化するようにした。図１１は
走査信号の説明図である。走査が高速化されることで、画像の左右方向への早い動きがあ
っても、人間の目の追従による走査線の見えは解消される。さらに走査スピードのｎ倍化
は、早い動きに対する画質改善に加え、静止画においても画面のちらつきやフリッカが解
消される。また、表示画像をテレビカメラで撮影するとき、カメラの撮影周期との干渉に
よって生じるなど、大型表示装置にとって好ましい効果が生まれる。
【００３５】
　以上のように、本発明の実施の形態２にかかる画像表示装置によれば、入力された画像
データＧＤの垂直方向と水平方向が入れ替わるように画像データＧＤを変換し、変換した
画像データから画素を駆動するための走査信号とデータ信号を生成する駆動信号生成部８
を有し、画像表示パネル２Ｂでは、走査信号が印加される行電極７Ｌが画面における上下
方向に並ぶ画素に共通するように形成され、データ信号が印加される列電極７Ｃが画面に
おける左右方向に並ぶサブ画素に共通するように形成されており、画像表示の際に画面に
おける上下方向に走査線が形成されるように構成したので、駆動信号生成部内の回路を修
正するだけで、一般的に生産されるサブ画素が縦ストライプの画像表示ユニットを使用す
ることができ、輝度を確保しつつ、不等ピッチ化した場合の４画素の塊の妨害感としての
目立ちを軽減し、至近距離から視聴しても質の高い画像を提供できる画像表示装置を得ら
れるようになった。
【００３６】
　とくに、駆動信号生成部は、画像データＧＤで想定される周波数より高い周波数（ｎ倍
）で走査信号を生成するようにしたので、早い動きに対する画質改善に加え、静止画にお
いても画面のちらつきやフリッカが解消される。また、表示画像をテレビカメラで撮影す
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るとき、カメラの撮影周期との干渉によって生じるなど、大型表示装置にとって好ましい
効果が生まれる。
【００３７】
　なお、上記各実施の形態においては、画素をＲ，Ｇ，Ｂの各色に対応する３種のサブ画
素の組で構成する例について説明したが、サブ画素の組合せはＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（
青）に限定されるものではない。また、サブ画素の種類も３種の色以外に４色やそれ以上
の色種のサブ画素によって画素を形成する場合でも、上記実施の形態のように、横ストラ
イプになるようにすれば、同様の効果を得ることができる。
【符号の説明】
【００３８】
　１　画像表示装置、　２　画像表示パネル、　３　画素（３Ｒ，３Ｇ，３Ｂ：Ｒ，Ｇ，
Ｂ各色に対応するサブ画素）、　４　画素群、　５　画像表示部、　６　表示コントロー
ラ、　７Ｌ　行電極、　７Ｃ　列電極、　８　駆動信号生成部、　２０　画像表示ユニッ
ト、
　Ｃｇ　画素群の中心、　Ｇｅ　隣接パネル間の画素の間隔（第２の間隔）、　Ｇｇ　画
素群内の画素の間隔（第３の間隔）、　Ｇｉ　画素群同士の間隔（第１の間隔）、
　ＧＤ　画像データ、　ＳＤ　駆動信号、　Ｓ１～Ｓ４、Ｓ１ｔ～Ｓ４ｔ　走査信号
　添え字　ｈ：左右（ｘ）方向、ｖ：上下（ｙ）方向、　ｔ：仮配置

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】
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